
令和４年度　自己評価計画書
主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

1

①

段階的な遅刻防止指導を取り入
れ、遅刻者を減らす。特に遅刻常
習者の人数を減らすことに重点を
置いて指導する。

生徒指導課
全職員

３年前より段階的な指導の仕組みを取り
入れたことで遅刻が減少してきている。
そのため、２月時点では４つのクラスで
無遅刻日数100日を超えることができた。
遅刻常習者数も減少傾向にあるので、全
クラスが無遅刻日数100日達成を目指す。

【成果指標】
生徒の延べ遅刻数が減少してい
る。

無遅刻日数が100日を超えるクラスが
Ａ　全クラスで達成できた
Ｂ　５つ以上のクラスで達成できた
Ｃ　４つ以上のクラスで達成できた
Ｄ　４クラス未満の達成であった

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

２月に集計をま
とめる。

②

登校時と下校時及び授業の際には
大きな声で主体的に挨拶できるよ
うにする。また、生徒会を中心と
した有志の生徒を募り、生徒によ
る挨拶運動を積極的に展開してい
く。

生徒指導課
全職員

挨拶をする生徒は増えているが、主体的
に挨拶を行うところまで習慣づけられて
いるとは言えない。自発的な先手の挨拶
ができるように声かけや工夫した指導に
心がけ、生徒の実践力を高めていく。

【満足度指標】
生徒が先手の挨拶をできるように
なったと実感できている。

生徒が先手の挨拶をできるようになっ
たと実感できる教員の割合が
Ａ　85％以上である
Ｂ　75％以上である
Ｃ　65％以上である
Ｄ　65％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

前期、後期の学
校評価アンケー
ト（教員）によ
り評価する。

③

生徒会主催のいじめ撲滅キャン
ペーンを行い、放送等によるいじ
め防止啓発活動を行うなど、いじ
めを見逃さない学校づくりのため
の対応や体制づくりの向上を図
る。

生徒指導課
全職員

いじめに関するアンケートを年５回実施
し早期発見と早期対応に努めるととも
に、いじめ防止の標語の作成やいじめに
つながる言葉について考える機会を設け
たが、いじめ防止に関する取組では生徒
からの高評価は81％に留まっている。

【満足度指標】
いじめ防止に関する各種取組によ
りいじめ防止につなげるととも
に、いじめの早期発見、相談にき
め細かく対応するなどいじめを見
逃さない学校づくりに努めてい
る。

いじめを見逃さない学校づくりのため
に適切な取組がされていると実感でき
る生徒の割合が
Ａ　85％以上である
Ｂ　75％以上である
Ｃ　65％以上である
Ｄ　65％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

前期、後期の学
校評価アンケー
ト（生徒）によ
り評価する。

④

スマートフォン等の使用に係る問
題点や危険性等について、朝学習
や昼休みの放送及び全校・学年集
会等でモラルやマナーを理解させ
るとともに、家庭との連携を深め
た対策を実施するため保護者にも
スマートフォン等使用に関しての
注意事項等の説明会を実施する。

生徒指導課
全職員

全学年向けにスマートフォン等の使用に
関する危険性等について講演を実施して
いる。スマートフォン使用のモラルや
ルールを守っていると答えた生徒の割合
は93％であったが、生徒間での問題やト
ラブルは引き続き発生している。

【成果指標】
スマートフォン等の使用に係る問
題点や危険性について生徒の理解
が深まっている。

スマートフォン等の使用に係る問題点
や危険性について理解が深まり、使用
に関するモラルやマナーを守っている
生徒の割合が
Ａ　90％以上である
Ｂ　80％以上である
Ｃ　70％以上である
Ｄ　70％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

前期、後期の学
校評価アンケー
ト（生徒）によ
り評価する。
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①

授業において、ねらいや到達目標
の明示、発問の工夫、アクティ
ブ・ラーニングの推進、教員の指
導スキルの向上に取り組み、主体
的・対話的で深い学びにつながる
授業を展開する。

教務課
各教科

基礎学力の定着及び授業への積極的な取
組を評価するパフォーマンス評価を行う
中で、前年度は89％の生徒が学力が身に
付いたと回答しているが、C評価であっ
た。少人数授業での個別支援を中心に生
徒の興味関心を引き出せるような授業内
を実施していく必要がある。

【満足度指標】
授業を通して学力が身に付いたと
生徒が実感できている。

授業を通して学力が身に付いたと実感
できている生徒の割合が
Ａ　90％以上である
Ｂ　85％以上である
Ｃ　80％以上である
Ｄ　80％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

前期、後輝の学
校評価アンケー
ト（生徒）によ
り評価する

②

GIGAスクール構想のもとICT環境
の整備と指導スキルの向上に努
め、生徒の一人一台端末を活用す
る場面を取り入れた授業に努め
る。

教務課
（GIGAス
クール推進
リーダー）
各教科

昨年度、学校評価におけるICT機器を使っ
た授業など、工夫された授業が多いと答
えた生徒は91％であった。個別最適な学
びの手段として、一人一台端末を活用す
るという教員への意識付けと、生徒の学
びが深まったと実感する有用な使用方法
を模索していく必要がある。

【満足度指標】
生徒が授業を通してICT機器を有
効に扱っていると実感できてい
る。

授業でICT機器を有効に使っている場面
があると実感できている生徒の割合が
Ａ　90％以上である
Ｂ　85％以上である
Ｃ　80％以上である
Ｄ　80％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

前期、後輝の学
校評価アンケー
ト（生徒）によ
り評価する

③

習熟度別や少人数制の学習指導等
を通して、基礎学力の定着・向上
を図るとともに、生徒全般の成績
の向上につなげる。

教務課
各学年

外部の基礎力診断テストにおいて、前年
度１・２年生の全国偏差値の４月と１月
の比較で成績上昇者は52%であった。

【成果指標】
客観的な数値によって、成績が向
上していることが認識できる。

外部試験において、成績上昇者の割合
が
Ａ　60％以上である
Ｂ　55％以上である
Ｃ　50％以上である
Ｄ　50％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

４月、１月に行
う
外部試験におい
て判断する。

④

日本語４技能（読む・書く・話
す）の育成を図るため、生徒が自
分の考えを書いたり、話したりす
る場面を取り入れた授業に努め
る。

教務課
各学年
各教科

昨年度、自分の考えを書いたり話したり
する場面があると答えた生徒は89％で
あった。今年度は授業で自分の考えを書
いたり、話したりする具体的な授業場面
の構想を行い、生徒の日本語４技能の育
成を図る。

【成果指標】
授業で生徒が自分の考えを書いた
り、話したりする場面を確保でき
ている。

授業で自分の考えを書いたり、話した
りする場面があるという生徒の割合が
Ａ　90％以上である
Ｂ　85％以上である
Ｃ　80％以上である
Ｄ　80％未満である

Ｂに達しないと
き、学年・教科
において、指導
方法の見直しを
する。

授業評価アン
ケートで評価す
る。

⑤

「産業社会と人間」や「総合的な
探究の時間」をとおして、キャリ
ア教育の充実を図る。

進路指導課
各学年

一昨年度の84％から昨年度は82％に微減
した。昨年度は２年生でコミュニケー
ション力やプレゼンテーション能力を向
上させるための行事を後期に重点的に
行ったため、前期よりも大幅に数値を落
とすことになった。このような活動が遠
回しに将来の進路を考える材料になるこ
とを、生徒たちに伝えたい。

【満足度指標】
「産業社会と人間」や「総合的な
探究の時間」は、将来の進路を考
えるための参考になっていると生
徒が感じている。

「産業社会と人間」や「総合的な探究
の時間」の授業は自分の将来を考える
上で役立っているという生徒の割合が
Ａ　90％以上である
Ｂ　85％以上である
Ｃ　80％以上である
Ｄ　80％未満である

Ｂに達しないと
き、進路指導課
を中心として授
業内容の根本的
な見直しをす
る。

前期、後期の学
校評価アンケー
ト（生徒）によ
り評価する。

⑥

一社会人として「生涯にわたって
学習する」態度の基礎を育むた
め、資格取得への挑戦を継続させ
る。

進路指導課 昨年度、新規資格の取得機会を設定し、
資格取得生徒の割合は、一昨年度の52％
から60％に大幅に改善した。生徒の将来
に有益な資格の開拓を更に進めたい。

【成果指標】
１年間に１つ以上の資格を取得す
る。

１年間に１つ以上の資格を取得した生
徒の割合が
Ａ　60％以上である
Ｂ　55％以上である
Ｃ　50％以上である
Ｄ　50％未満である

Ｂに達しないと
き、進路指導課
を中心として取
組方法の見直し
をする。

後期の学校評価
アンケート（生
徒）により評価
する。

3

①

様々な背景をもつ生徒に対する理
解に努め、支援できる能力の向上
を目指す。

保健環境・
教育相談課
各学年

R2年度82％、R3年度は89％という結果か
ら、生徒と教員の関係は概ね良好と考え
られる。今後も生徒との丁寧な面談を行
い、生徒理解を深め信頼関係を築いてい
く。また、状況に応じて外部の専門機関
とも連携し、さらなる支援体制の充実と
教員間での情報共有を密に行っていく。

【満足度指標】
教職員は、生徒の悩み等に真摯に
耳を傾け、生徒理解に努めてい
る。

先生は自分のことを理解しようとして
くれているという生徒の割合が
Ａ　90％以上である
Ｂ　80％以上である
Ｃ　70％以上である
Ｄ　70％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

前期、後期の学
校評価アンケー
ト（生徒）の平
均値により評価
する。

②

地域に根ざした学校として、学校
全体が一体となり、地域の清掃等
のボランティア活動に進んで取り
組むことで、生徒の自己有用感や
自己肯定感の醸成につなげる。

生徒指導課
（特活）
保健環境・
教育相談
課・総務課

キャリアアップ部の活動を定期的に行
い、１回以上参加した生徒は67%であっ
た。参加率は増えているが、部活動や生
徒会の生徒に頼るところが大きいため、
生徒全体のボランティア意識を高め、参
加者のすそ野を広げていく。執行部を中
心に活動内容も検討していく。

【成果指標】
教職員、生徒ともに積極的にボラ
ンティア活動に参加する。

年間を通してキャリアアップ部やその
他のボランティア活動に参加したこと
のある生徒の割合が
Ａ　80％以上である
Ｂ　75％以上である
Ｃ　70％以上である
Ｄ　70％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法の
見直しをする。

後期の学校評価
アンケート（生
徒）により評価
する

③

部活動を通して生徒の活力を引き
出し、自信を持たせることによっ
て学校の活性化につなげる。

生徒指導課
（特活）
各部顧問

昨年度は部活動に取り組んでいる生徒の
割合が77％であった。心身の成長や協調
性の育成等の面で部活動の意義は大き
い。少人数で活動の幅が狭くなることや
活動レベルの維持が難しいこと等課題は
あるが、活動目標を明確にするなどして
生徒の意欲を喚起していく。

【成果指標】
生徒が意欲的に部活動に取り組ん
でいる。

部活動に取り組む生徒の割合が
Ａ　80％以上である
Ｂ　75％以上である
Ｃ　70％以上である
Ｄ　70％未満である

Ｂに達しないと
き、各学年・各
部顧問と連携を
とり対応策を検
討する。

前期、後期の学
校評価アンケー
ト（生徒）によ
り評価する。

4 教育活動の成果を積
極的に発信し、家庭
や地域から信頼される
学校づくりを推進す
る。（ホームページと
メール配信の効果的
活用、小中学校との連
携強化、積極的な学
校公開）

①

教育活動に関して保護者や地域住
民及び中学校の要望等に応えるた
め、ＰＴＡや地域に対して本校
ホームページや学校メールを効果
的に活用してタイムリーな情報を
提供し、開かれた学校づくりを推
進する。また、地域や中学校には
「加賀高だより」を配布する。

総務課 新１年生の入学説明会時に保護者と生徒
に緊急メール配信への登録を依頼し、保
護者はほぼ登録した。生徒も全員登録を
目指す。前年度のホームページの満足者
の割合は85％であった。日々新しい情報
を提供し、閲覧者が増えるよう広報活動
の活性化に努める。「加賀高だより」の
内容を編集委員を中心として考える。

【成果指標】
生徒・保護者・ＰＴＡ役員が、本
校ホームページやメール配信の利
便性を感じている。

本校のホームページやメール配信が学
校の教育活動を知る上で役立っている
と思っている保護者の割合が
Ａ　90％以上である
Ｂ　85％以上である
Ｃ　80％以上である
Ｄ　80％未満である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

前期、後期の学
校評価アンケー
ト（保護者）に
基づいて評価す
る。

5 教職員のワークライフ
バランス及びタイムマ
ネジメントの意識を高
め、多忙化改善に向
けて時間外勤務縮減
に取り組み、生徒と向
き合う時間を確保す
る。（時間外勤務の正
確な実態把握と業務
改善）

①

教員一人ひとりの時間外勤務につ
いて実態を把握するとともに早め
の帰宅がしやすい雰囲気を構築す
る。

教頭 R4年度からの新学習指導要領実施に係る
諸準備等、教務課教員の業務が増加して
おり、また、多様な生徒への対応や保護
者との連携等により多くの時間が必要で
あったり、時間外勤務の削減が困難に
なってきている。時間外勤務月60時間以
上の教員の割合は、R3年度12.5％であ
り、改善の必要がある。

【成果指標】
教員一人ひとりが効率的な業務遂
行に努め、前年度より時間外勤務
を縮減する。

時間外勤務月60時間以上の教員の割合
が年間で
Ａ　5％未満である
Ｂ　5％以上10％未満である
Ｃ　10％以上15％未満である
Ｄ　15％以上である

Ｂに達しないと
き、取組方法及
び内容の見直し
をする。

毎月提出する勤
務時間の記録に
より評価する。

地域貢献活動を通し
て、生徒の豊かな人
間性や社会性を醸成
し、自己肯定感を高め
る。（ボランティア活動
と地域交流事業の推
進、体験的学習にお
ける「振り返りシート」
の活用、部活動と生徒
会活動の活性化）

石川県立加賀高等学校

重点目標 具体的取組

② あらゆる教育活動
を通して、日本語４技
能（読む・書く・話す・
聴く）の育成を図り、授
業力向上とキャリア教
育の充実に努め、主
体的・対話的で深い
学びを推進し、専門的
な技能の習得と個に
応じた進路実現を目
指す。またGIGAスクー
ル構想のもと環境整
備とスキル向上を目指
す。（明確な「本時の
ねらい」、発問の工
夫、アクティブ・ラーニ
ングの推進、研究事
業の充実、「総合的な
探究の時間」の深化、
プレゼンテーション力
の育成、学び直しによ
る基礎学力の定着、
有用な資格の取得、
個人面談・個別指導
の充実、個別最適な
学びのための一人一
台ＰＣの活用）

① 基本的生活習慣の
確立およびスマート
フォン等の使用に係る
ルール・モラルの啓発
に努め、社会に出て
通用する規範意識を
育む。（スマートフォン
使用の意識調査、挨
拶運動の推進、服装
容儀・接遇の指導、家
庭との連携強化）


